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図３ 雌阿寒岳 

③ 大雪山 

安山岩質・デイサイトからなる 20以上の成層火山や溶岩ドームから成り立つ複合火山で、

そのうち８峰は環状に配列している。この中央には直径約２㎞の小型カルデラ｢御鉢平｣があ

り、有毒温泉として知られる噴気活動や温泉湧出がみられる。硫化水素ガスによる登山者の

死亡事故も発生している。最高峰旭岳は、御鉢平カルデラの南西方向に最も新しく噴出した

成層火山で噴火の記録はないが、火山灰調査から最新の噴火は 250年前以降と推定されてい

る。西に開いた爆裂火口内では、かつて硫黄が採掘された。 

現在も活発な噴気活動が続いており、高温かつ有毒な火山ガスに注意する必要がある。火口

周辺には、登山道、観光施設等があり、防災上の配慮が必要である。 

図４ 大雪山（旭岳） 

④ 十勝岳 

十勝岳では江戸時代末期の安政年間以来、1857、1887、1926、1962および 1988～1989 年の

５回顕著な噴火が発生している。1926 年の噴火では、中央火口丘｢丸山｣が爆発で崩壊、高温

岩屑なだれが発生し、残雪を溶かして大規模な火山泥流を誘発した結果、上富良野などで 144

名が犠牲となった。1962年の噴火では、火口近くの硫黄鉱山宿舎で、噴石のため死者５名、

負傷者 11名の災害となった。この噴火は歴史時代の噴火中最大規模で、噴煙は 10㎞以上に

達し、風下の広い地域で耕地や森林に被害を与えた。1988～1989年の噴火は、爆発的で火砕

流や火砕サージを繰り返したが、規模は小さかった。最近では、2004年にごく小規模な水蒸

気噴火が発生した。歴史時代の噴火は、すべてグラウンド火口域で発生している。 

最近の噴出物などの調査によると、過去 4700 年の間も活発な火山活動を繰り返し、溶岩流

の流出や火砕流を生じている。また、この間７回の火山泥流が発生したとされている。 
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噴煙活動が活発で、高温かつ有毒な火山ガスにも注意する必要がある。 

図５ 十勝岳 

⑤ 樽前山 

樽前山は、1667年の大噴火以降活発な活動を操り返している。特に 1667年および 1739年の

２回の噴火は、わが国の火山の歴史時代の噴火中でも最大規模であり、火砕流が支笏湖へ流

入したり、太平洋沿岸まで達した。また、降下軽石が千歳～苫小牧の平野部に１～２ｍの厚

さで堆積した。このため当時のアイヌ民族社会は甚大な影響をうけた。それ以降の噴火で

は、溶岩ドームの形成と破壊を繰り返している。現在のドームは、1909年の噴火によって形

成されたものであるが、1917～1936年および 1944～1955年に小噴火が頻発し、ドームの破壊

が進んだ。その後しばらく活動は静穏であったが、1978～1981年に再び小噴火があった。 

1990 年代後半からは群発地震が発生したり、また、1999年以降、それまで 200℃台であった

火口温度が 600℃以上に上昇するなど活発な状態が続いている。噴煙活動が活発で、高温かつ

有毒な火山ガスにも注意する必要がある。樽前山の噴火は大規模な軽石噴火になりやすい特

徴があり、風下に空港や都市圏が控えているので、防災上重要な火山である。 

図６ 樽前山 

⑥ 倶多楽 

倶多楽火山は、８～４万年前の数回の大規模な火砕流噴火、溶岩ドームや成層火山体の形成
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を特徴とする火山群である。最後の火砕流噴火で生じた直径３㎞の円形のカルデラが現在の

倶多楽湖である。約１万年前頃から西麓で、日和山溶岩ドーム、地獄谷および大湯沼の２つ

の爆裂火口を形成した。また、小規模な火口地形は 10数カ所に及ぶ。噴火の記録はないが、

火山灰調査によると最近数千年に顕著な水蒸気爆発が少なくとも８回発生しており、最近の

噴火は約 200 年前と推定されている。現在も大湯沼～地獄谷では熱水活動が活発で、2007年

以降、大正地獄で小規模な熱湯噴出が断続的に継続している。高温かつ有毒な火山ガスへの

注意が必要であり、火口の地熱域では熱傷事故の危険がある。 

火口近傍には温泉街があり、防災上の配慮が必要である。 

図７ 倶多楽 

⑦ 有珠山 

数千年にわたる長期間の休止活動の後、有珠山は 1663 年の大噴火以降、最近の活動を再開

した。この後、17世紀末頃、1769、1822、1853、1910、1944、1977～1978 年に噴火があり、

ほぼ 30～50 年毎に噴火活動を繰り返してきたが、2000 年３月に前回の噴火から 23年の間隔

で噴火が発生した。このうち江戸時代の３回の噴火では、本格的な火砕流が発生した。1769

年の噴火では長流川沿いで家屋が焼失し、1822年の噴火による火砕流では、現在の虻田町入

江で火砕サージにより 103名の犠牲者と多数の負傷者がでる惨事となった。小規模な火砕サ

ージは、1944年および 1978年の噴火においても、繰り返し発生している。最近の噴火では、

火口からの熱泥流(1910年死者１名)火山灰による窒息(1944 年死者１名)、降雨による泥流

(1978 年死者３名)等の人的被害の他、降灰、泥流、地殻変動、地震等による建物、耕地、森

林等の被害があった。 

2000 年３月からの噴火活動では４日間の前兆地震の後、西山西麓および金比羅山地域で噴火

を開始し、マグマ水蒸気爆発に続き、主に水蒸気爆発を頻繁に繰り返した。噴火前からの地

震活動や地殻変動観測により、山体の北西部での噴火の可能性が予測され、緊急火山情報が

噴火前に初めて発表されたこともあって住民の避難が徹底された。 

このため、新火口群が住民の生活圏に近かったにもかかわらず人的被害をまぬがれた。しか

し、地殻変動、噴石、熱泥流などにより、ライフラインや建造物、主要交通網等は大きな被

害を受けた。７月末にはマグマの上昇はほぼ停止し、火山噴火予知連絡会は 2001 年５月 28

日に今回のマグマ活動が終息したと判断されると発表した。有珠山のマグマはデイサイト質

で、爆発性が高く火砕流や溶岩ドームを伴いやすい。江戸時代の噴火で、大有珠、小有珠、

おがり山等の溶岩ドームを生成し、今世紀も明治新山(1910年)昭和新山(1943～1945年)およ

び有珠新山(1977～1982年)と溶岩ドームや潜在ドームの生成を続けている。噴火の前兆とし

て、有感地震が多発したり地割れなどの現象が現れやすく、1910年の噴火でも事前避難で減

災に成功している。観光地として火口近傍の土地利用が進んでいるうえ、本道の主要交通網

に近接しているので、防災上特に配慮が必要である。 



13 

 

図８ 有珠山 

⑧ 北海道駒ヶ岳 

北海道駒ヶ岳は、1640年の大噴火以降、大小十数回の活発な噴火活動を繰り返している。 

特に 1640、1694、1856、1929年の４回の噴火は、大規模な軽石噴火で火砕流を伴った。

1640 年の噴火では、山頂が崩壊し岩屑なだれとなって流下した。岩屑なだれの一部は噴火湾

に流れ込み大津波を発生させたため、噴火湾の沿岸一帯で 700 名余りが溺死した。また川を

せき止め大沼・小沼を形成した。1856 年の噴火では、噴煙柱を高く上げる軽石噴火の後、火

砕流が発生し、南東麓で湯治客 20名以上が犠牲となった。1929年の噴火では、迅速な避難が

功を奏したが、２名が犠牲となった。また、1942 年の噴火では、火口原に北北西－南南東方

向の 1.6㎞の大亀裂が形成され、小規模な火砕サージも発生した。 

以後噴火はしばらくなかったが、1996 年３月、54年ぶりに小噴火し、降灰によって山麓で

は土石流や泥流が発生した。その後も 1998年 10月、および 2000年 9～11月にかけて小噴火

が発生した。 

図９ 北海道駒ヶ岳 

⑨ 恵山 

安山岩質の火山で、約 8000年前に火砕流噴火があった。その後溶岩ドーム群の活動と水蒸

気爆発を繰り返した。ドームの西麓には２つの爆裂火口があり、活発な噴気活動がみられ

る。かつて硫黄が採掘された。噴火の確かな記録はないが、1846年に小爆発により泥流が発

生した他、1874年にもごく小規模な爆発があった。急峻な地形であるため噴火や強雨による
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泥流・土石流が発生しやすい。 

また、現在も活発な噴気活動が見られており、高温かつ有毒な火山ガスに注意する必要 

がある。火口周辺や過去に泥流が発生した地域に、登山道、観光施設等があり、防災上の配

慮が必要である。 

図 10 恵山 

 
出典：本文：平成 27 年 6 月 北海道地域防災計画 第 7 章火山対策計画 
   写真：気象庁 活火山総覧第４版 
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（4） 火山と関係市町村 

火山周辺市町村及び関係総合振興局又は振興局は、次のとおりである。 

① 常時観測火山周辺市町村 

火山名 
総合振興局 
又は振興局 

市 町 村 

アトサヌプリ 
オホーツク 大空町、清里町、小清水町 

釧路 弟子屈町 

雌阿寒岳 

十勝 足寄町 

オホーツク 津別町、美幌町 

釧路 釧路市、弟子屈町、白糠町、鶴居村 

大雪山 上川 上川町、愛別町、当麻町、東川町、美瑛町、旭川市 

十勝岳 
上川 

上富良野町、美瑛町、中富良野町、東川町、上川町、 
富良野市、南富良野町 

十勝 新得町 

樽前山 
胆振 苫小牧市、白老町、安平町、厚真町、むかわ町 

石狩 千歳市、恵庭市 

倶多楽 胆振 登別市、白老町 

有珠山 胆振 伊達市、洞爺湖町、壮瞥町、豊浦町 

北海道駒ヶ岳 
渡島 函館市、森町、鹿部町、七飯町 

胆振 室蘭市、伊達市、洞爺湖町 

恵山 渡島 函館市 

② その他の火山周辺市町村 

火山名 
総合振興局 
又は振興局 

市 町 村 

知床硫黄山 
オホーツク 斜里町 

根室 羅臼町 

羅臼岳 
オホーツク 斜里町 

根室 羅臼町 

天頂山 
オホーツク 斜里町 

根室 羅臼町 

摩周 

オホーツク 清里町 

釧路 弟子屈町、標茶町 

根室 中標津町 

雄阿寒岳 

オホーツク 津別町、美幌町 

釧路 釧路市、弟子屈町、白糠町、鶴居村、標茶町 

十勝 足寄町 

丸山 十勝 新得町、上士幌町 

恵庭岳 石狩 千歳市、恵庭市 

ニセコ 後志 倶知安町、ニセコ町、蘭越町、岩内町、共和町 

羊蹄山 後志 
倶知安町、京極町、喜茂別町、留寿都村、真狩村、 
ニセコ町 

渡島大島 
渡島 松前町、福島町、八雲町 

檜山 上ノ国町、江差町、乙部町、せたな町、奥尻町 

利尻山 宗谷 利尻町、利尻富士町 

北方領土の火山 根室  

（注）北方領土の火山とは、茂世路岳、散布山、指臼岳、小田萌山、択捉焼山、択捉阿登佐岳、ベルタルベ山、 
ルルイ岳、爺爺岳、羅臼山、泊山をいう。 
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４.北海道の火山防災に関する取組 

（1） 噴火警戒レベルの運用と現在の活動状況 

北海道内の常時観測火山の 9つの中で、噴火警戒レベルが運用されているのは、雌阿寒

岳、十勝岳、樽前山、倶多楽、有珠山、北海道駒ヶ岳の６つの火山です。 

各火山で現在発表されている、噴火警報・予報、噴火警戒レベルについて以下に示す。 

① 雌阿寒岳【噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意】 

雌阿寒岳では、2008年 12月 16日に噴火警戒レベルの運用が開始している。 

現在の火山の状況を下記に示す。 

火山活動は概ね静穏に経過しています。 

雌阿寒岳では、直ちに噴火に至る兆候は認められませんが、ポンマチネシリ 96-1火口の

噴煙量は、2015年６月頃以降やや多い状態が続いています。また、ポンマチネシリ 96-1

火口近傍の地下における熱活動の活発化の可能性を示す全磁力の変化は継続しています。

今後の火山活動の推移に注意してください。 

出典：気象庁 HP 北海道地方の火山 月間概況 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.htm） 
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② 十勝岳【噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）】 

十勝岳では、2008年 12月 16日に噴火警戒レベルの運用が開始している。 

現在の火山の状況を下記に示す。 

火山活動は概ね静穏に経過しており、火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められま

せん。 

ここ数年、山体浅部の膨張、大正火口の噴煙量増加、地震増加、火山性微動の発生、発

光現象及び地熱域の拡大などを確認しており、長期的にみると十勝岳の火山活動は高まる

傾向にありますので、今後の火山活動の推移に注意してください。 

出典：気象庁 HP 北海道地方の火山 月間概況 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.htm） 
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③ 樽前山【噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）】 

樽前山では、2007年 12月 1日に噴火警戒レベルの運用を開始している。 

現在の火山の状況を下記に示す。 

火山活動は概ね静穏に経過しており、火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められま

せん。 

山頂溶岩ドーム周辺では、1999 年以降、高温の状態が続いていますので、突発的な火山

ガス等の噴出に注意してください。 

出典：気象庁 HP 北海道地方の火山 月間概況 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.htm） 
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④ 倶多楽【噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）】 

倶多楽では、2015年 10月１日に噴火警戒レベルの運用を開始している。 

現在の火山の状況を下記に示す。 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

出典：気象庁 HP 北海道地方の火山 月間概況 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.htm） 
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⑤ 有珠山【噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）】 

有珠山では、2008年６月９日に噴火警戒レベルの運用を開始している。 

現在の火山の状況を下記に示す。 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

出典：気象庁 HP 北海道地方の火山 月間概況 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.htm） 
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⑥ 北海道駒ヶ岳【噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）】 

北海道駒ヶ岳では、2007年 12月１日に噴火警戒レベルの運用を開始している。 

現在の火山の状況を下記に示す。 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

出典：気象庁 HP 北海道地方の火山 月間概況 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.htm） 

⑦ その他の常時観測火山 

アトサヌプリ、大雪山、恵山については、噴火警戒レベルの運用がされていないもの

の、噴火予報（活火山であることに留意）が発表されている。現在の状況は、気象庁によ

ると、火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められないと

されている。 

なお、恵山で平成 28年３月に、アトサヌプリで平成 27年度中の運用開始を目指して検

討が進められている。  
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（2） 火山防災協議会の設置 

現在、北海道内の常時観測火山では、すべて、火山防災協議会に相当する会議体が設置

されている。しかし、平成 27年に改正された活動火山対策特別措置法や、現在検討が進め

られている火山防災対策に関する指針に基づく火山防災協議会とするために、北海道を中

心に、新たに設置、改組に向けて検討が進められている。 

表２ 火山防災協議会の設置状況 

協議会名 設置年月日 構成市町村(*) 

駒ヶ岳火山防災会議協議会 昭和 55年 10月 8日 函館市、森町、鹿部町、七飯町 

有珠火山防災会議協議会 昭和 56年 4月 27日 伊達市、洞爺湖町、壮瞥町、豊浦町 

十勝岳火山防災会議協議会 平成 2年 4月 17日 上富良野町、美瑛町 

樽前山火山防災会議協議会 平成 12年 2月 9日 
苫小牧市、千歳市、恵庭市、白老町、 

安平町、厚真町、むかわ町 

雌阿寒岳火山防災会議協議会 平成 13年 2月 27日 
美幌町、津別町、足寄町、弟子屈町、 

釧路市、鶴居村、白糠町 

大雪山火山防災連絡会 平成 27年 3月 12日 東川町、上川町、美瑛町 

倶多楽火山防災連絡会 平成 27年 3月 20日 登別市、白老町 

アトサヌプリ火山防災協議会 平成 27年 3月 24日 弟子屈町 

函館市防災会議 

恵山火山防災対策部会 
平成 27年 3月 26日 函館市 

*：構成市町村のみ記載し、国、道その他の構成機関の記載は省略する。 
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（3） 具体的な避難計画の作成状況 

現状の火山ハザードマップで大きな噴石、火砕流、融雪型火山泥流の影響範囲にある市町村と、火山防災協議会に参加している市町村を対

象に、具体的な避難計画の策定状況についての調査が行われた。全 20項目のうち、「いつ？」「だれが？」「どこからどこへ？」「どうやっ

て？」に係る重点項目（オレンジ色の項目）が全て「◎」「○」「―」の場合、具体的な避難計画が策定されている。 

 

 

 

表３ 具体的な避難計画策定状況調査結果一覧表 

 

◎：項目の必要事項の全てが定められており、地域防災計画にも明記されている。 ○：項目の必要事項の全てが定められている（地域防災計画に明記されていない）。 

△:項目の必要事項の一部が定められていない。                ×：項目の必要事項の全てが定められていない。 

－:現状の火山ハザードマップでは影響範囲外のため評価の対象外である。 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

火山防災
協議会

コアＧ
災対本部
設置時期

災対本部
代替施設

合同対策本部等
噴火

シナリオ

入山規制
実施時期
〈重点項目〉

入山規制
実施範囲
〈重点項目〉

避難
実施時期
〈重点項目〉

避難
対象地域
〈重点項目〉

噴火時の
交通規制

広域避難
受入先

観光客への
情報伝達

観光客の
避難誘導

住民への
情報伝達

避難ルート
〈重点項目〉

代替
避難ルート

避難所
〈重点項目〉

輸送手段
〈重点項目〉

代替
輸送手段

弟子屈町 有 有 有 × × × － × × × × × × × × ◎ × ◎ × × × × ×
清里町 無 無 無 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

小清水町 無 無 無 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
釧路市 有 有 有 ◎ × ○ － × ○ ○ △ ○ △ × × ◎ × ◎ × × ◎ × ◎
足寄町 有 有 有 ◎ × ◎ － × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ × ◎ × × × × ◎
白糠町 有 無 無 ◎ × × － × △ △ △ － － － － ◎ × － － － － － －
津別町 無 無 無 ◎ － × － × － － － － － － － － － － － － － － －
美幌町 無 無 無 ◎ － × － × － － － － － － － － － － － － － － －

弟子屈町 無 無 無 ◎ － × － × － － － － － － － － － － － － － － －
鶴居村 無 無 無 ◎ － × － × － － － － － － － － － － － － － － －
東川町 不明 不明 不明 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
上川町 不明 不明 不明 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
美瑛町 不明 不明 不明 × × × × × × × × × × × × ◎ × ◎ × × × × ×

上富良野町 有 有 有 ◎ × × × × ◎ △ △ △ × × ◎ ◎ × ◎ × × ◎ × ×
美瑛町 有 有 有 ◎ × × － × ◎ △ △ △ × × ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ × ◎

★新得町 有 無 無 × × × － × △ ◎ ◎ － － － － ◎ × ◎ － － － － －
富良野市 有 有 有 × × × － × ◎ ◎ △ ◎ × × × ◎ × ◎ × × ◎ × ◎
南富良野町 有 無 無 × × × － × △ △ △ － － － － ◎ × － － － － － －
中富良野町 有 有 有 × × × － × △ △ △ △ × × × × × ◎ × × ◎ × ×
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火山防災ポータルサイト 内閣府の避難計画策定状況調査より抜粋（平成 26 年 3 月現在） 

① 十勝岳における避難計画策定状況 

十勝岳では、内閣府「平成 27年度火山噴火時の避難計画等に関する調査検討業務」の一貫で、具体的で実践的な避難計画策定支援を行っ

ており、現在、十勝岳火山防災協議会を中心に、避難計画の検討を進めている。 

  

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

火山防災
協議会

コアＧ
災対本部
設置時期

災対本部
代替施設

合同対策本部等
噴火

シナリオ

入山規制
実施時期
〈重点項目〉

入山規制
実施範囲
〈重点項目〉

避難
実施時期
〈重点項目〉

避難
対象地域
〈重点項目〉

噴火時の
交通規制

広域避難
受入先

観光客への
情報伝達

観光客の
避難誘導

住民への
情報伝達

避難ルート
〈重点項目〉

代替
避難ルート

避難所
〈重点項目〉

輸送手段
〈重点項目〉

代替
輸送手段

苫小牧市 有 有 有 ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ × ◎ × × ◎ × ◎
★千歳市 有 無 有 ◎ × ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － －
恵庭市 無 無 無 ◎ － ◎ － ◎ ◎ － － － － － － － － ◎ － － － － －
白老町 有 有 有 ◎ × ◎ － － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ × ◎ × × ◎ × ◎
厚真町 無 無 無 ◎ － × － ◎ － － － － － － － ◎ － ◎ － － － － －
安平町 無 無 無 ◎ － ◎ ◎ ◎ － － － － － － － ◎ － ◎ － － － － －
むかわ町 無 無 無 ◎ － ◎ － ◎ － － － － － － － － － － － － － － －

倶多楽 登別市 有 有 有 × × × － × × × × × × × × ◎ × ◎ × × × × ×
洞爺湖町 有 有 有 ◎ × ◎ ◎ ◎ △ △ × △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎
壮瞥町 有 有 有 ◎ × × ◎ ◎ △ △ × △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ × ×
伊達市 有 有 有 ◎ × ◎ ◎ ◎ △ △ × △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ × ×
豊浦町 無 無 無 ◎ － × － ◎ － － － － － － － － － － － － － － －
森町 有 有 有 ◎ △ ◎ － △ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ × ◎ ◎ × △ × ◎
鹿部町 有 有 有 ◎ △ ◎ － △ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ × ◎ ◎ × △ × ◎
七飯町 有 有 有 ◎ △ ◎ － △ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ × ◎ × × △ × ×
函館市 無 無 無 ◎ － ◎ － △ － － － － － － － － － － － － － － －

恵山 函館市 有 有 有 × × × － × × × × × × × × ◎ × ◎ × × △ × ×
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（7） ジオパーク 

北海道内の活火山が位置する地域でジオパークとなっている地域は、洞爺湖有珠山ジオ

パークがあり、2008年に日本ジオパークに加盟認定、2009 年に世界ジオパークに加盟認定

している。 

それ以外の地域の活動として、現在、十勝岳山麓ジオパークの認定を目指して、美瑛町

と上富良野町が 2015年４月に十勝岳山麓ジオパーク推進協議会を発足し、同年５月に日本

ジオパークネットワークに準会員として加入するなど、活動を行っている。 

図 11 十勝岳山麓ジオパーク構想のパンフレット 


